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夢ナビ講義 毛研究室訪問 2024

国立青少年教育振興機構「高校生の勉強と生活に関する意識調査報告書-日本・米国・中国・韓国の比較-」(2017)より

国立青少年教育振興機構「高校生の勉強と生活に関する意識調査報告書-日本・米国・中国・韓国の比較-」(2017)より

アウトプット
は苦手

国立青少年教育振興機構「高校生の勉強と生活に関する意識調査報告書-日本・米国・中国・韓国の比較-」(2017)より

国立青少年教育振興機構「高校生の勉強と生活に関する意識調査報告書-日本・米国・中国・韓国の比較-」(2017)より

これが日本の教え方の特徴です

Benesse教育研究開発センター「第６回学習指導基本調査」(2016)より
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
学校の理科の授業で以下のことをおこなっているか

自分の考えを発表する機会がある

生徒が実験室で実験をする

理科の問題を実験室でどのように調べるかを、生徒が計画

理科で習った考えを日常の問題に応用

授業は、課題に対する生徒の意見を取り入れる

実験の手順を生徒自身で考える

クラス全体でディベートしたり討論したりする

生徒は自分たちの予想を実験で確かめる

キルギス
アゼルバイジャン

チュニジア

ヨルダン アメリカ

韓国
日本フィンランド

舞田敏彦 (2012) 高校理科の授業スタイルの国際比較 シノドス・ジャーナル

Benesse教育研究開発センター「第５回学習指導基本調査」(2010)より Benesse教育研究開発センター「第５回学習指導基本調査」(2010)より
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活動だけでなく、頭の中もアクティブな、
超『アクティブ』ラーニング










